














２ 事業の概要 

(1)事業の概要 

 令和 4年度は学校法人静岡精華学園の中期計画である「みらい躍進計画（令和 3～令

和 7 年度）」の 2 年目にあたる。計画の基本理念である「時代に即応する新しい人材の

育成」（建学の精神）、「愛・自立・共生」（教育理念）、基本目標として掲げる「時代を先

取りし、社会に支持される学園」（目指すべきビジョン）、そして基本方針として掲げる

「質の向上」及び「安定した学園経営」を目指して着実に歩みを進めてきた。各所属に

おける主な実施事業は以下のとおりである。 

 

(2)主な実施事業 

【法人本部】 

①中期計画の進捗管理（事務局としての機能と役割の遂行） 

 「みらい躍進計画（令和 3～令和 7年度）」に関し、所属ごとに進捗状況を評議員会、

理事会で報告。併せて数値目標の達成状況について事務局として集計し法人運営委員会

で報告した。 

②財務改善を目的とする協議のための法人運営委員会の月例化 

 「みらい躍進計画（令和 3～令和 7 年度）」における目標達成に向けて迅速な情報交

換を図り、かつ建設的な戦略構築及び財務改善を図る目的で、従来は理事会・評議員会

の開催に合わせ年 3、4 回開催していた法人運営委員会を令和 4 年 9 月より毎月の定例

開催とした。 

③各所属との情報共有（意思疎通） 

 法人運営委員会の月例化に伴い、財務健全化にとどまらず、様々な情報共有（意思疎

通）の場を設けた。同時に、常務理事と教職員の面談を通じ、教職員の意見・提案をく

み上げる仕組みを前年度の理事長との意見交換会に続くものとして実施した。 

④法人組織としての体制整備 

 各種規程の改正・整備を実施した。併せて、学園としてサイバーリスク保険に加入し

た。 

⑤人員計画に基づき、適切な教職員の配置を実施 

 各所属の人員計画に基づき、適正規模を見定めた計画的な人事を実現するため法人本

部としての調整機能を果たした。 

⑥安定した学園経営を目指すための財務状況の改善 

 資産の効率的かつ有効な運用を目的として、金利・保証条件等を見直し、借入金の借

換えを実施した。併せて、安定した教育環境を持続するための収入確保の一環として恒

常的な寄付金募集の仕組みを整備した。 

⑦学園全体の給与体系と評価制度の検討 

 教職員の成果に報いるための給与制度及び評価制度の整備のため、社会保険労務士と



契約し、分析と再構築等の作業に着手した。 

⑧情報システムの導入と業務のスリム化 

 学園全体の ICT 化を図るため、DX 戦略推進プロジェクトチームを設置し、グループ

ウェアの導入等を通じ、業務の効率化を図った。 

⑨学校法人静岡精華学園「静岡福祉大学駅前サテライトキャンパス（駅キャン）文化講

座」の実施 

 社会貢献活動の一環として、焼津駅前に設置された静岡福祉大学駅前サテライトキャ

ンパス（駅キャン）で文化講座を実施。令和 4年 6月 25 日を皮切りに令和 5年 3月 19

日まで、５講座 10 回のイベントを開催した。第 2 回「高校生制作ドキュメント短編映

画の上映とトークの夕べ」は、静岡大成高校放送部の生徒が制作した映画上映会、第 5

回「駅キャンまるごと美術館と回遊型お楽しみアートツアー」は同じく美術部の生徒と

焼津市内の商店とのコラボレーションによるアート企画である。 

 

【静岡福祉大学】 

①Wi-Fi 全面開放 

  学内での Wi-Fi（無線でインターネット等の接続可能）の設備を整え、学修に係る通

信環境を大きく改善した。 

②学修ポートフォリオの本格実施 

 学修ポートフォリオ（学生の学修の履歴や学修成果を蓄積することで、学修の過程や

学びの内容を｢可視化」し、個別の学修支援につなぐシステム）を本格的に整備した。 

③韓国・東国大学校との学術交流包括協定 

 国際交流事業の一環として、韓国・東国大学校（慶州にある社会福祉学部・医学部等

を擁する学生数 7000 名余の中堅大学）との学術交流包括協定を結んだ。今後は教職員・

学生等の学術交流、交換留学の受け入れ等の諸事業を行う予定である。 

④静岡産業大学との単位互換制度の締結 

 静岡産業大学との単位互換の制度に関する包括協定の調印を行った。大学双方の時間

割等の調整と情報周知のうえ 2023 年４月より施行している。 

⑤SA・TA 制度の施行 

  設置基準の改定に定められた「指導補助者」制に対応する SA（スチューデント・ア

シスタント）・TA（ティーチング・アシスタント）を設けた。SA 等による学修補助が可

能となる。 

⑥ラーニング・コモンズの整備 

図書館の 1室をラーニング・コモンズ（学生たちが「知」を共有できる創造的な共同の

学習空間づくり）として改装し、今後は学生たちの「学びの居場所づくり」として活用

する。 

⑦「学友会－学長」定例会の開催 



「学生の意見・要望への対応」の一環として、学友会代議員との定期的な協議の機会（年

内 4回実施）を設け、キャンパス等の改善による学生の満足度の向上を図る一助とする。 

⑧富士市との包括連携協定の締結 

 富士市と研究・教育に係る包括連携協定を結び、SDGs 関連事業やまちづくり事業を

協働して取り組む体制を整えた。 

 その他、「カリキュラムツリー、ナンバリング」の整備、「学内教職員による国家試験

対策講座」の開催、「FD・SD 研修」の定期開催、｢超担手当、実習巡回手当｣等の整備な

ど、多岐にわたる新規事業を実施した。 

 

【静岡大成中学校・高等学校】 

①NIE（Newspaper in Education）の活動 

 中学生徒会では SDGs をテーマに、新聞コーナーの設置、壁新聞の作成、生徒会新聞

の作成、授業での新聞活用などを行った。10 月には静岡県 NIE 推進協議会のイベント

として、本校で本校教員による英語と理科の公開授業を実施した。 

②中学「英語研修プログラム」 

 1 年生は、8月に 2日間の「イングリッシュトレーニング」、2年生は、10 月に 2泊 3

日の「イングリッシュキャンプ」を実施し、英語講師による英語での授業や野外活動な

どを通して、英語学習への意識の向上を図った。 

③GIGA スクール構想 

２年目に入り、教員は iPad やパソコンを活用した授業を積極的に行う中で、生徒に「自

ら学ぶ」意識を持たせるような授業を展開した。 

④生徒募集活動 

 中学・高校のホームページを、学内の教員でリニューアルし、アクセス数が飛躍的に

伸びた。高校では学校説明会の内容も刷新し、参加した生徒・保護者から良い反応を受

けた。焼津無料スクールバスの「大井川線」を、吉田まで伸ばし「吉田線」に変えたこ

とによって、志太・榛原地区の入学生が増加した。 

⑤125 周年行事 

校内に「125 周年行事検討委員会」を立ち上げ、記念事業の実施について検討し、記念

式典の実施、記念史の作成、新体育館の建設などの計画案を、「静岡精華学園創立 125 周

年記念事業推進委員会」に提出した。 

 

【静岡精華幼稚園】 

①経験・体験の機会の提供 

 新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、様々な「経験・体験の場（遊び）」を

計画・実施し、園児の知識、技能の習得に努めた。また、これらの遊びの中で、小学校

教育につながるコミュニケーション能力と聞く力の育成を図った。外国人講師による英



語遊びや茶道（お茶っこ）、幼児剣道教室等も継続実施した。 

②施設設備の改善 

 園児が安心して生活できるようにするため、幼児用トイレを全面リニューアルした。

すでに園児のトイレトレーニングの上でも大きな成果を発揮している。 

③預かり保育の実施 

 保護者のニーズに対応するため、早朝保育や延長保育を実施した。 

④地域貢献活動の実施 

 静岡市の「地域に開かれた幼稚園づくり推進事業（子育て広場）」の一環として、「あ

そびの日」と称し、未就園児のために施設を開放した。 

 

（3）施設等の状況 

 ①現有施設設備の所在地等の状況 

    主な施設設備の状況は、次のとおりである。 

所在地 施設等 面積等 取得価額 帳簿価額 摘要 

静岡県焼津市 校地 18,182.65 ㎡ 487,650 千円 487,650 千円   

（静岡福祉大学）   15,213.10 ㎡ － － 焼津市より無償貸与 

  校舎等 11 棟 3,001,329 千円 922,632 千円   

静岡県静岡市 校地 8,305.97 ㎡ 135,095 千円 135,095 千円   

（静岡大成中学校・高等学校） 校舎等 3 棟 2,513,607 千円 818,313 千円   

静岡県静岡市 校地 1,359.20 ㎡ 85,870 千円 85,870 千円   

（静岡精華幼稚園） 校舎等 1 棟 247,209 千円 112,457 千円   

 

② 主な施設設備の取得又は処分計画及びその進捗状況 

        特になし。 

（4）その他 

    特になし。 

 

 
















